
た
が
、
古
河
電
工
が
先
延
ば
し

た
こ
と
も
あ
り
、
当
社
も
そ
れ

に
連
動
し
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
状
態

だ
。
た
だ
、
内
容
的
に
日
常
活

動
に
プ
ラ
ス
に
な
る
項
目
も
あ

る
の
で
、
折
に
触
れ
て
各
事
業

部
で
学
ん
だ
り
検
討
し
た
り
し

て
い
る
。

　

汎
用
電
線
か
ら
付
加
価
値
の

高
い
機
能
製
品
へ
の
転
換
を
進

め
て
い
る
当
社
に
と
っ
て
、
最

も
大
切
な
こ
と
は
前
向
き
な
姿

勢
と
、
そ
れ
を
基
本
に
し
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
チ
ー
ム
力
と

思
っ
て
い
る
。
専
門
性
、
仕
事

の
進
め
方
、
経
営
、
事
務
の
品

質
向
上
す
べ
て
で
社
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
何
事
も
実
現
は
難
し
い
。

地
力
は
つ
い
て
き
て
い
る
の

で
、
さ
ら
な
る
ア
ッ
プ
を
目
指

す
。
ト
リ
ッ
キ
ー
な
こ
と
は
避

け
、
一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
を
確

実
に
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
企
業
体
質

強
化
も
進
め
る
。

　

中
堅
・
中
小
メ
ー
カ
ー
に

と
っ
て
は
、
心
線
は
企
業
の
存

在
を
左
右
す
る
だ
け
に
、
系
列

メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
を
基
本

に
、
電
線
流
通
業
者
や
総
合
商
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昨
年
６
月
末
に
当
社
の
社
長

に
就
任
し
約
１
年
が
経
過
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た

感
が
強
い
。
こ
う
し
た
厳
し
い

環
境
の
な
か
で
、
ユ
ー
ザ
ー
目

線
に
立
っ
た
事
業
再
構
築
を
進

め
る
た
め
、
組
織
の
仕
組
み
見

直
し
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
手

始
め
に
３
工
場
を
月

回
訪
問

し
、
現
状
把
握
に
力
を
入
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
企
業
が
存
続
す

る
た
め
に
は
、
数
値
目
標
を
立

　

古
河
電
工
産
業
電
線
（
＝
Ｆ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
本
社
・
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
）
の
白
坂
有
生
社

長
は
本
誌
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
、
21
年
度
も
引
き
続
き
付
加
価
値
の
高
い
機
能
製
品
の
売

り
上
げ
増
に
注
力
す
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
売
上
高
は
前
年
度
比
15
％
増
を
計
画
し

て
い
る
。
ま
た
、
古
河
電
工
グ
ル
ー
プ
各
社
と
の
連
携
を
よ
り
緊
密
に
し
、
研
究
・
開
発
や
営

業
面
で
総
合
力
を
生
か
し
た
展
開
を
図
る
な
ど
と
述
べ
た
。

て
て
実
現
に
向
け
て
最
善
を
尽

く
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
そ
の
基
本

と
な
る
の
が
工
場
に
あ
る
と

思
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　

工
場
や
営
業
、
総
務
、
経
理

の
現
場
に
直
接
触
れ
る
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
拡
充
も
図

れ
、
ベ
ク
ト
ル
も
一
致
し
、
社

員
も
事
業
は
楽
し
い
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
た
の
で
、

今
後
は
こ
の
一
体
感
を
企
業
活

動
に
生
か
し
て
行
き
た
い
。

20
年
度
売
上
高
は
、
当
初
計

画
時
か
ら
慎
重
な
見
方
で
２
６

０
億
円
と
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
工
事
遅
延
な
ど
で

建
設
・
電
販
向
け
需
要
が
低
迷
。

さ
ら
に
は
、
古
河
電
工
と
昭
和

電
線
Ｈ
Ｄ
に
よ
る
汎
用
電
線
の

着
実
に
増
え
て
い
る
。
銅
価
高

値
が
続
け
ば
、
ア
ル
ミ
電
線
へ

の
切
り
替
え
が
進
む
こ
と
も
予

想
さ
れ
て
い
る
。
平
塚
工
場
に

新
設
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
技

能
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
の
参
加
者

も
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
機
会

を
生
か
し
て
需
要
増
に
つ
な
げ

た
い
。

実
施
す
る
。

　

安
定
収
益
確
保
に
は
、
機
能

製
品
の
さ
ら
な
る
拡
販
が
不
可

欠
で
あ
り
、
古
河
電
工
を
は
じ

め
と
す
る
グ
ル
ー
プ
各
社
の
固

有
技
術
を
生
か
し
、
新
製
品
開

発
に
注
力
す
る
。
あ
わ
せ
て
多

様
化
す
る
ニ
ー
ズ
把
握
に
は
、

古
河
産
業
や
古
河
エ
レ
コ
ム
と

の
情
報
交
換
な
ど
も
積
極
的
に

行
う
。
す
で
に
、
減
災
・
防
災
、

車
載
向
け
急
速
充
電
関
連
製
品

で
具
体
化
が
進
ん
で
い
る
。
わ

ず
か
な
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
気
づ

き
、
製
品
化
す
る
こ
と
が
利
益

に
つ
な
が
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
場
を
積
極
的
に
設
け
た
い
。

　

数
年
前
か
ら
力
を
入
れ
て
き

た
ア
ル
ミ
電
線
の
売
り
上
げ
も

価
の
高
値
推
移
も
あ
る
の
で
、

こ
れ
を
上
回
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
引
き
続
き
売
上
げ
よ
り
収

益
重
視
の
経
営
を
徹
底
す
る
。

収
益
ア
ッ
プ
と
い
う
面
か
ら
、

各
工
場
の
効
率
化
は
継
続
し
て

販
売
会
社
設
立
も
あ
り
、
実
際

に
は
19
年
度（
約
２
７
０
億
円
）

よ
り
３
割
程
度
減
少
し
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
も
機
能
製
品
は

堅
調
を
維
持
し
た
。

　

21
年
度
に
つ
い
て
は
、
汎
用

電
線
の
需
要
回
復
は
難
し
い
と

み
て
い
る
。
売
上
高
は
前
年
度

比
15
％
増
の
見
込
み
だ
が
、
銅

体
質
強
化
し
機
能
製
品
へ
の
転
換
加
速
古
河
電
工

産
業
電
線

21
年
度
売
上
げ
15
％
増
見
込
む

　

海
外
拠
点
は
、
か
つ
て
中
国

に
あ
っ
た
が
撤
退
し
て
お
り
、

そ
の
経
緯
な
ど
も
参
考
に
再
進

出
も
検
討
し
た
い
。
海
外
展
開

は
古
河
電
工
と
の
連
携
が
基
本

だ
が
、
機
能
製
品
な
ど
も
ア
ウ

ト
・
イ
ン
や
ア
ウ
ト
・
ア
ウ
ト

の
観
点
か
ら
様
々
な
こ
と
を
考

慮
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
。

　

新
中
期
経
営
計
画
は
策
定
し

 ＦＥＩＣ社長

     白坂　有生氏
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諸
施
策
の
方
向
感
が
環
境
変
化

に
合
致
し
た
こ
と
が
大
き
い
。

と
は
い
え
、
売
上
高
利
益
率

は
13
年
度
累
計
で
３
％
と
ま
だ

道
半
ば
状
態
に
あ
る
。
こ
れ
を

16
年
度
ま
で
に
６
％
に
引
き
上

げ
た
い
。

―
―
そ
の
利
益
率
ア
ッ
プ
を

柱
と
す
る
中
期
経
営
計
画
「
Ｒ

ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
１
２
０
」
の
概
要

を
教
え
て
下
さ
い
。

来
住

新
中
計
は
14
年
度
か

ら
の
３
年
間
計
画
で
あ
り
、
Ｒ

ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
（
生
ま
れ
変
わ
る

こ
と
）
で
16
年
度
ま
で
に
売
上

高
１
２
０
億
円
を
達
成
し
、
安

定
し
た
利
益
率
（
６
％
）
を
出

せ
る
体
制
に
す
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

こ
の
中
計
で
は
次
の
３
つ
が

沖
電
線
（
本
社
・
神
奈
川
県
川
崎
市
中
原
区
下
小
田
中
）
の
来
住
晶
介
社
長
は
本
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
対
し
、
16
年
度
に
売
上
高
１
２
０
億
円
、
営
業
利
益
率
６
％
を
目
指
す
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
目
標
実
現
の
た
め
、
よ
り
顧
客
志
向
を
強
め
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
で
考
え
る
こ
と
の
徹
底
化
や
、
原

価
低
減
、
販
売
管
理
費
削
減
を
引
き
続
き
実
施
す
る
こ
と
で
会
社
の
基
礎
体
力
強
化
を
図
る
な
ど
と
述
べ

た
。
あ
わ
せ
て
、
海
外
展
開
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
か
つ
積
極
的
に
進
め
た
い
と
の
考
え
を
明
ら
か
に
し
た
。

た
こ
と
を
反
省
し
、
改
善
し
た

い
。
次
の
「
よ
り
会
社
の
基
礎

体
力
を
つ
け
る
」
は
、
利
益
の

薄
い
業
種
で
あ
る
と
の
観
点
に

立
ち
、
原
価
低
減
や
販
売
管
理

費
削
減
に
継
続
し
て
取
り
組
む
。

３
番
目
の
「
よ
り
海
外
展
開
を

は
か
る
」
は
、
拡
大
の
期
待
が

で
き
な
い
国
内
市
場
を
カ
バ
ー

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
ひ
と
つ

は
「
よ
り
顧
客
志
向
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
イ
ン
で
考
え
る
」。
こ
れ
ま
で
、

や
や
も
す
る
と
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア

ウ
ト
的
で
あ
り
、
当
社
の
優
れ

た
技
術
を
生
か
し
切
れ
な
か
っ

す
る
た
め
、
ニ
ッ
チ
で
は
あ
る

が
当
社
の
商
品
価
値
を
認
め
て

も
ら
え
る
海
外
展
開
を
積
極
的

に
進
め
る
、
と
い
う
こ
と
を
意

味
す
る
。

―
―
海
外
展
開
の
現
況
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
下
さ
い
。

来
住

こ
れ
ま
で
海
外
生
産

が
一
部
商
品
に
出
て
い
る
が
、

電
線
・
ケ
ー
ブ
ル
を
中
心
に
売

上
高
、
営
業
利
益
と
も
堅
調
に

推
移
し
て
い
る
。
主
に
産
業
機

器
用
の
電
線
の
売
り
上
げ
が
増

え
て
お
り
、
引
き
続
き
伸
ば
し

て
行
き
た
い
。

通
期
業
績
予
想
は
売
上
高
１

１
１
億
円
、
営
業
利
益
４
億
２

千
万
円
だ
が
、
売
り
上
げ
で
は

機
器
用
電
線
や
光
ケ
ー
ブ
ル
、

Ｆ
Ｐ
Ｃ
は
産
業
機
器
向
け
お
よ

び
医
療
機
器
向
け
で
は
増
を
見

込
ん
で
い
る
。
通
信
ケ
ー
ブ
ル

は
横
ば
い
予
想
だ
が
、
電
極
線

は
伸
び
る
見
込
み
だ
。

―
―
御
社
が
今
後
、
と
く
に

力
を
入
れ
る
分
野
は
？

来
住

電
線
で
は
産
業
機
器

や
医
療
機
器
用
に
引
き
続
き
力

を
入
れ
る
。
医
療
用
画
像
診
断

装
置
用
電
線
は
、
引
き
合
い
の

増
え
て
い
る
海
外
で
の
拡
販
を

目
指
す
。
ま
た
、
当
社
は
Ｈ
Ｐ

Ｃ
Ｆ
（
Ｈ
ａ
ｒ
ｄ
Ｐ
ｌ
ａ
ｓ
ｔ

ｉ
ｃ
Ｃ
ｌ
ａ
ｄ
Ｆ
ｉ
ｂ
ｅ
ｒ
）

と
呼
ば
れ
る
コ
ア
が
石
英
で
外

層
が
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
フ
ァ

イ
バ
を
持
っ
て
お
り
、
新
た
な

用
途
開
発
を
進
め
て
い
る
。

―
―
御
社
は
今
後
ど
の
よ
う

な
企
業
を
目
指
し
ま
す
か
。

来
住

当
社
が
目
指
し
て
い

る
の
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用

す
る
電
線
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ

メ
ー
カ
ー
だ
。
中
計
で
も
海

外
で
価
値
を
認
め
て
も
ら
え

る
「
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」
の
商
品

群
の
創
出
を
積
極
的
に
進
め
る
。

「
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
」
商
品
製
造
を

増
や
す
た
め
に
は
、
優
れ
た
技

術
の
企
業
と
提
携
す
る
な
ど
フ

拠
点
の
確
保
が
主
眼
だ
っ
た
が
、

中
国
に
品
種
重
視
の
複
数
の
委

託
先
が
確
保
で
き
、
生
産
体
制

は
ほ
ぼ
整
っ
た
。
さ
ら
に
、
Ｃ

ｈ
ｉ
ｎ
ａ
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
Ｏ
ｎ
ｅ
と

の
考
え
か
ら
、
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー

ネ
ス
の
加
工
先
を
東
南
ア
ジ
ア

で
求
め
て
い
る
。

新
中
計
で
は
海
外
販
売
に
特

を
前
提
に
業
界
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
な
こ
と
を
痛
感

し
て
い
る
。

―
―
そ
う
し
た
な
か
で
、
御

社
の
13
年
度
業
績
は
増
収
（
前

年
度
比
11
％
増
１
０
６
億
８
千

万
円
）
で
営
業
増
益
（
３
億
３

千
万
円
）
と
な
り
ま
し
た
。
経

常
利
益
の
増
加
、
当
期
純
利
益

も
黒
字
化
す
る
な
ど
好
転
し
て

い
ま
す
ね
。

来
住

12
年
度
の
不
振
挽
回

の
た
め
、
反
転
攻
勢
を
か
け
よ

う
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
、
全

社
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
こ
と

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
結
果

と
み
て
い
る
。
と
く
に
、
一
昨

年
か
ら
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
て

進
め
て
き
た
「
営
業
、
技
術
、

生
産
一
体
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

―
―
社
長
に
就
任
さ
れ
、
２

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
電
線
を

使
う
側
か
ら
供
給
す
る
立
場
に

な
り
ま
し
た
。
電
線
業
界
の
印

象
、
感
想
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
。

来
住

各
社
の
財
務
体
質
が

思
っ
て
い
た
よ
り
良
い
と
い
う

印
象
だ
。
ま
た
、
製
・
販
と
も

に
長
い
歴
史
を
持
つ
企
業
も
多

く
、
携
わ
る
人
々
が
紳
士
的
で

ス
マ
ー
ト
と
い
う
感
じ
だ
。

そ
の
一
方
で
、
当
社
も
そ
う

だ
が
一
部
品
種
を
除
い
て
利
益

率
が
低
い
。
と
く
に
最
近
は
円

安
に
よ
る
電
力
料
金
値
上
げ
や

燃
料
費
、
被
覆
材
、
配
送
費
ア
ッ

プ
が
重
な
り
、
コ
ス
ト
圧
迫
要

因
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
銅

価
の
変
動
に
も
苦
慮
し
て
お
り
、

こ
の
問
題
解
決
に
は
法
令
遵
守

―
―
14
年
度
の
需
要
見
通
し

は
？来

住

国
内
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
の
行
方
や
政
府
の
第
３
の
矢

の
効
果
度
合
、
海
外
で
米
国
や

中
国
の
経
済
情
勢
、
各
地
で
の

政
治
的
リ
ス
ク
や
紛
争
な
ど
不

安
定
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
基

本
的
に
景
気
は
堅
調
と
み
て
い

る
。電

線
工
業
会
の
出
荷
見
通
し

で
も
14
年
度
は
２
年
連
続
で
70

万
㌧
台
と
し
て
い
る
。
た
だ
、

部
門
別
に
み
る
と
建
設
・
電
販

や
自
動
車
は
堅
調
推
移
だ
が
、

当
社
の
主
な
事
業
領
域
の
電
気
・

機
械
、
通
信
は
楽
観
で
き
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

―
―
第
１
四
半
期
が
過
ぎ
て
、

御
社
の
業
績
は
い
か
が
で
す
か
。

来
住

消
費
税
増
税
の
影
響

顧
客
志
向
強
め
基
礎
体
力
を
強
化

海
外
売
上
げ
30
％
増
目
指
す

レ
キ
シ
ブ
ル
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。

―
―
そ
の
た
め
の
課
題
は
何

で
し
ょ
う
か
。

来
住

中
計
の
キ
ー
ワ
ー
ド

と
重
な
る
が
、
当
社
の
も
つ
優

れ
た
技
術
を
十
分
に
生
か
せ
る

体
制
に
す
る
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。
海
外
市
場
へ
の

展
開
を
含
め
、
時
代
や
環
境
の

変
化
に
対
応
で
き
る
組
織
作
り

や
人
材
育
成
も
ま
た
必
要
不
可

欠
な
こ
と
と
思
う
。

に
も
力
を
入
れ
る
こ
と
を
打
ち

出
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
こ

の
１
年
間
で
海
外
営
業
を
強
化

し
、
事
業
部
の
メ
ン
バ
ー
が
海

外
を
足
し
げ
く
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
し
て
き
た
。
中
国
で
は
電
線

の
販
売
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
当
社
の
技

術
が
評
価
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
や

中
国
の
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
か

ら
の
受
注
に
つ
な
が
っ
た
。
16

年
度
は
こ
れ
を
13
年
度
比
で

30
％
以
上
の
増
を
目
指
す
。

中
長
期
的
に
み
れ
ば
、
海
外

市
場
で
先
行
す
る
大
手
電
線

メ
ー
カ
ー
と
同
じ
土
俵
で
の
競

合
は
難
し
い
の
で
、
ニ
ッ
チ
で

も
利
益
率
の
良
い
分
野
に
進
出

し
、
中
堅
企
業
の
特
色
を
生
か

し
た
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
展
開
で

対
応
し
て
行
く
。
ま
た
、
当
社

単
独
に
限
定
せ
ず
、
互
い
の
特

性
を
生
か
し
あ
え
る
企
業
と
共

同
で
進
出
す
る
こ
と
な
ど
も
検

討
し
て
行
き
た
い
。

技
術
畑
出
身
ら
し
い
冷
静
か

つ
沈
着
な
表
情
の
来
住
さ
ん
。

記
者
の
質
問
に
も
資
料
な
ど
を

い
た
ず
ら
に
先
行
す
る
大
手

メ
ー
カ
ー
を
追
い
か
け
ず
、
確

実
に
実
績
を
あ
げ
る
姿
勢
は
崩

電
線
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ
プ
メ
ー

カ
ー

へ

来住　晶介氏（きし・まさすけ）

80 年３月東京大学大学院工学
部修士課程卒業卒業、同年４月
沖電気工業入社。04 年４月シリ
コンソリューションカンパニー
バイスプレジデント、08 年４月
常務執行役員、10 年６月取締役
兼沖電線取締役、12 年４月沖電
線副社長を経て同年６月から社
長。神奈川県出身、59歳。
　趣味＝ゴルフ、読書▽好きな
言葉・モットー＝着眼大局着手
小局▽家族＝夫人と１女１男。
神奈川県横浜市に住む。

ト
ッ
プ
に
聞
く

ト
ッ
プ
に
聞
く

沖
電
線

来
住

晶
介
氏

モ
ノ
ロ
ー
グ

ま
じ
え
、
分
か
り
易
く
丁
寧
に
応
じ
る
。
若
い
時

か
ら
工
学
分
野
に
関
心
を
も
ち
、
沖
電
気
工
業
で

は
シ
リ
コ
ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
バ
イ
ス
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
を
務
め
て
い
る
。
沖
電
線
が
進
め
て
い
る

多
角
化
や
、
今
後
、
目
指
す
「
電
線
の
ニ
ッ
チ
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
」
に
、
沖
電
気
工
業
で
培
わ
れ
た
顧

客
志
向
の
視
点
を
最
大
限
に
生
か
す
こ
と
に
な
る
。

ト
ッ
プ
と
し
て
初
め
て
策
定
し
た
中
期
経
営
計

画
で
は
海
外
展
開
を
積
極
的
に
進
め
る
方
針
だ
が
、

さ
な
い
。
会
社
の
基
礎
体
力
強
化
も
、
根
底
に
は

さ
ら
な
る
生
産
効
率
ア
ッ
プ
や
、
積
極
的
に
新
製

品
開
発
を
進
め
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

最
近
は
業
界
関
連
の
会
合
な
ど
に
も
積
極
的
に

出
席
。
業
界
の
現
状
や
課
題
を
自
身
の
眼
や
行
動

で
把
握
し
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
の
も
、
生
来
の

真
面
目
さ
の
表
わ
れ
か
。「
年
齢
の
せ
い
か
」
時
に

は
仏
教
の
本
質
哲
学
者
と
し
て
高
名
な
中
村
哲
の

著
書
を
ひ
も
と
き
、
英
気
を
養
う
こ
と
も
。

電気を届ける。情報を伝える。

身近な携帯やパソコン、自動車にも。

わたしたちは「光」「金属」「プラスチック」の３つの素材をベースに

人々の毎日のくらしを支えています。

素材の力で
くらしを豊かに快適に。

〒100-8322  東京都千代田区丸の内2丁目2番3号　TEL. 03-3286-3001 http://www.furukawa.co.jp/
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